






山海留学生「寮監」および 
地域おこし協力隊「学校環境支援員」の募集をしています︕ 

 
①口之島および中之島の「寮監」（ご夫婦で居住していただける方） 
 業務内容︓山海留学生の住む寮の管理運営 
 
②口之島および平島での「学校環境支援員」 
 業務内容︓学校における給食調理や学校緑化活動などの環境支援 
 
子どもたちの生活や寮運営に興味のある方の連絡をお待ちしております。 
【お問い合わせ先】十島村教育委員会（電話 099-227-9771） 
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口之島学園・諏訪之瀬島学園が 

「学校環境緑化コンクール【学校環境緑化の部】の表彰を受けました︕ 

 

令和７年２月１日（土）、日置市中央公民館にて、「令和６年度鹿児島地域植

樹祭」が開催されました。 

 植樹祭をとおして、森林・林業及び緑化に関する地域住民の意識の向上を図

るとともに、地域住民の理解と関心を深めるため、鹿児島地域内外の関係者や

市民、およそ 100名ほどの方が出席されました。 

 あいにくの雨模様であったため、植樹は行われませんでしたが、本式典の

「学校環境緑化コンクール【学校環境緑化の部】」にて口之島学園および諏訪

之瀬島学園が選出され、表彰を受けました。 

 同校の受賞をお祝いすると共に、引き続き地域森林の緑化に関する取組みに

ついて、考える機会となればと思っております。 



固定資産税について

固定資産税は、毎年１月１日の時点で、固定資産（土地・家屋・償却資産）を所有してい

る方にかかる税金です。次のような場合には、届け出が必要となりますので、十島村役場総

務課税務係へご連絡ください。

よくある質問

問 年の途中で土地又は家屋を売買したとき、その年の固定資産税は誰が納めることにな

りますか︖

答 固定資産税は、毎年１月１日（賦課期日）現在、登記簿又は固定資産課税台帳に記載

されている所有者に課税されます。

なお、不動産の売買契約が行われる際に「固定資産税の一部を買主が負担する」とい

う契約もあるようですが、これはあくまで、その契約に基づいたものであり、固定資産

税の課税とは全く関係はなく、村は原則として所有者に課税し、納税通知書等を送付す

ることになります。

問 固定資産の所有者が死亡した場合はどうすればよいですか︖

答 固定資産税の納税義務者が死亡した場合は、法務局（登記所）で所有権移転登記（相

続登記）の手続をしていただくことになります。

【十島村内の管轄法務局︓鹿児島地方法務局 電話 099-259-0680】

併せて、令和２年４月１日から、現所有者（地方税法第 384条の３に規定する者）と

なる方は、現所有者であることを知った日の翌日から３か月を経過した日までに十島村長

へ申告書を提出していただく必要があります。

償却資産の申告について

償却資産の所有者は、毎年１月１日時点で所有している償却資産を資産所在地の市町村長

に申告することになっています。（地方税法第３８３条）

申告していただく方

事業を行っている方で、毎年１月１日時点で十島村内に事業用の償却資産を所有されて

いる方になります。※新たに船舶等を購入された方は一度ご相談ください︕

（例 確定申告時に減価償却をしている船舶など）

新たに償却資産を所有された方については、申告書を送付しますので総務課税務係までご

連絡ください。

□ 家屋を取り壊したり増築をしたとき

□ 未登記の家屋の名義を変更したとき（登記している家屋は法務局での

手続きが必要となります。）

□ 固定資産の所有者（納税義務者）が亡くなられたとき

□ 固定資産の所有者（納税義務者）の住所・氏名等を変更したとき

新たに船舶などの償却資産を購入・売却したとき

軽自動車税について 
 
 

軽自動車税は、原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車および二輪の小
型自動車の所有者に対して課される税金です。 
軽自動車税を納める方は、４月１日時点で軽自動車を所有している方になり

ます。 
【よくある質問】 
 問 軽自動車やバイクを一時的に使用していない場合でも課税されますか︖ 
 答 課税されます。また、他人に貸している場合も、所有者に課税されま
す。 

 問 村から転出または村に転入した場合に必要な手続きを教えてください。 
 答 引っ越した場合、住民票の異動手続きとは別に手続きが必要です。 
①軽自動車やバイク等（原動機付自転車等を除く）については、車検証の
住所変更登録が必要です。変更手続きは管轄の軽自動車検査協会で行っ
てください。 

   ※村の管轄︓軽自動車検査協会鹿児島事務所 
(電話０５０－３８１６－１７６１) 

②原動機付自転車や小型特殊自動車については、ナンバープレートの変更
が必要になります。役場本庁または出張所で手続きを行ってください。 

 
 問 納税義務者が死亡した場合、手続きが必要ですか。 
 答 所有者の変更をする必要がありますので、名義変更の手続きを車種に応
じてそれぞれの窓口にて行ってください。 

 問 他の人や販売業者に売却したとき、軽自動車税はどうなりますか︖ 
 答 軽自動車やバイク等を売却や譲った場合、譲り受けた方や買い取った方
が車種に応じてそれぞれの窓口で手続きを行ってください。手続きがされ
ないと、翌年度も引き続き課税がされますのでご注意ください。 

 問 出張所でナンバープレートの発行はできますか︖ 
 答 原動機付自転車や小型原動機自転車等は出張所で手続きはできますが、

ナンバープレートは役場本庁が送付しますのでお急ぎの際はご注意くださ
い。軽自動車については軽自動車協会 
（電話０５０－３８１６－１７６１）にて手続きをお願いいたします。 

 
【お問い合わせ先】十島村 総務課 税務係 



 
令和７年度から         

国民保険税の税率が変わります。 

 
国民健康保険税を取り巻く状況 
国民健康保険制度は、平成 30年度から、県が財政運営の責任主体となり、市町村と共同で運営
する制度となりました。これにより、村は、保険給付費（医療費）に必要な費用が全額、県から交
付されるかわりに、県に国保事業費納付金を納めています。国保事業納付金の主な財源は、国民健
康保険税です。 
国民健康保険の被保険者数は、年々減少し保険税収入が減少している一方で、一人当たりの医療
費は増加傾向にあり、現在の十島村の税率等では、国保事業費納付金を納付する財源を賄うことが
できなくなっています。 

2025年度（令和 7年度）税率等の改正について 
先月号でもお知らせした通り、2025年度（令和 7年度）の国民健康保険税率改正を行います。
被保険者の皆さんの急激な負担増をできるだけ抑えるため、令和 7年度、令和 8年度、令和 9年
度にかけて段階的に国民健康保険税率を改正していきます。今後も安心して医療を受けることがで
きるよう保険制度の安定的な運営のため、ご理解、ご協力くださいますようお願いいたします。               
（問い合わせ 住民課保険係） 

 

改正前 2024年度（令和６年度） 

 医療分 後期高齢者支援分 介護分 

所得割 6.7 4.5 2.0 
均等割額 14,500 2,000 4,700 
平等割額 8,400 5,600 2,100 

賦課限度額 65万円 24万円 17万円 
 

改正後 2025年度（令和７年度） 

 医療分 後期高齢者支援分 介護分 

所得割 7.35 4.15 2.08 
均等割額 16,500 3,300 5,300 
平等割額 11,700 6,000 3,000 

賦課限度額 66万円 26万円 17万円 
 

＜対象となる子ども＞

・専門性の高い相談機関

や療育機関を利用した子

ども

・　その子どもの保護者

１名

＜助成内容＞

・村営定期船の離島住民

割引の２等運賃（往復

分）

・前泊及び受診日の宿泊

費（上限３，０００円/

泊）

＜申請期限＞

・利用の翌月から３ケ月

以内

＜特記＞

・令和7年３月までの利用

分については、４月中の

申請が必要

ほほえみ療育経費助成

＜対象となる子ども＞

・現に村内に居住する18歳

までの子ども

・その子どもの２親等以内

の親族１名

＜助成内容＞

・村営定期船の離島住民割

引の２等運賃（往復分）

・２日を限度とする宿泊費

（上限５，０００円/泊）

＜申請期限＞

・受診日から３ケ月以内

＜特記＞

・宿泊費は、他制度利用の

場合対象外

・通院前に診断証明が必要

・子ども一人につき上限６

回

子ども通院費等助成

　村内で必要とする治療等（療育

含む）を受けることができず、村

外医療機関に通院する経費の一部

を助成します。

　発達障害等の受診や療育を

受けた場合の経費の一部を助

成しています。

Scrap&Build

〇令和7年3月までに利用のほほえみ療育経費の助成は、令和７年４月中の申請が

大切です。

〇新しい制度、子ども通院費等助成は、通院前に「十島村子ども通院費等助成金

交付に係る診断書証明書」を地域の診療所で受けることが大切です。

〇くわしくは、住民課健康福祉室までお問合せください。



口之島なごみの里では皆さんが元気で笑顔のある自分らしい暮

らしができることと、島の皆さんといつまでもつながっていた

いと思う気持ちをサポートしています。毎週木曜日はゲームや

体操、カラオケと利用者の皆さんが楽しくすごせるサロン活動

を行っています。

← 小宝島
子育て支援
教室

保育＆食育

おいしかったよ

↑ 悪石島 のびっこ園

勤 労 感 謝 の 日
園長先生（村長）

いつもおしごとありがとう

↑ 中之島ほしのこ園
くつろぎの郷の前でお菓子パーティ♡

ムギュー♡だ～いすき

諏訪之瀬島
← すわっこ園
お誕生日
おめでとう

← 宝島 いまきら園
砂場で 水の道ができたぁ︕

口之島 →
くちっこ園

Somuch fun☺ すっごく楽しいよ︕



待 遇

　衣食住：

　手当等：

試験の概要

合 格 発 表 ■第１回：６月１１日                　■第２回：１１月６日

※第１回で採用予定数に達した場合、第２回は実施しない場合があります。

     ◆ 問合せ先：自衛隊鹿児島地方協力本部　鹿児島募集案内所
                  ☎０９９－２５１－７８０２ （FAX兼用）
                ：十島村役場　総務課　危機管理室
                  ☎０９９－２２２－２１０１

試 験 概 要 ■共通：口述試験、適正試験、身体検査　■一般：教養試験、作文　■技能：小論文

受 付 期 間 ■第１回：１月２２日～４月８日　    　■第２回：５月２４日～９月１１日

試 験 期 日
■第１回：４月６日～２０日            ■第２回：９月１３日～９月２９日
※いずれか１日を指定されます。

　　　　　　　　　令和６年能登半島地震における予備自衛官の活動

採 用 年 齢 １８歳以上５２歳未満の者
１８歳以上で、保有する技能区分に応じ
５３歳～５５歳未満の者

令和７年度採用の予備自衛官補を募集しています。

予備自衛官補とは・・・・・・・
　　一般の社会人や学生といった自衛官未経験者を「予備自衛官
　補」として公募・採用し、教育訓練終了後、「予備自衛官」と
　して任用する制度です。

食事：教育訓練招集間は無料支給されます。

宿泊：教育訓練招集間は駐屯地等の定められた宿舎に宿泊（無料）することになります。

被服等：教育訓練で使用する作業服等は無償貸与されます。

教育訓練招集手当:日額８,８００円（令和６年４月１日現在）（教育訓練参加日数分支給）

教育訓練招集旅費：自宅から教育訓練実施駐屯地等までの交通費が支給されます。

一般公募 技能公募

採 用 対 象 自衛官未経験者（自衛官であった期間が１年未満の者も含む）

予備自衛官制度の詳細はこちら！

運転免許証の記載事項変更（住所変更等）についてのお知らせ

令和７年３月 24日より、

運転免許証記載事項変更届の受付時間・場所が変わります。

※現在、交番・駐在所では鹿児島県内間の住所変更の受付をしていますが、

令和７年３月 24日以降は受付できなくなりますので、ご注意ください。

お問い合わせ先︓鹿児島中央警察署 交通課 （電話）099-222-0110

受付場所 受付時間

交通安全教育センター

各警察署・各幹部派出所

（交番・駐在所では受付できません。）

平日（月～金）のみ

午前８時 30分～午前 11時 30分

午後１時～午後４時


